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（ 文芸カセット◆日本近代文学シリーズ ） 
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盲人用具にも消費税 4月
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一円玉が必要。日本点字図書館用具部にて。



またもホームで事故死

ヽ

埼玉票立川越図書館職員、伊藤毅さん45歳。
(5月l8日午後9時40分頃於JR東北線蓮田駅）

（写真村上琢磨）



名古屋でも手で見る彫刻展

4月1日～9日 於名古屋市美術館

（盲目のカメラマン ・中村ただし氏撮影）



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

「社会への完全参加と平等」を掲げてスタートした国際障害者年もまもな

く最終年を迎えようとしていますが、この間に果してどれだけの前進があっ

たというのでしょうか。 ことに「完全参加」の最大の柱である雇用・職域の

開拓では、視障雇用連などの地道な活動による幾つかの成果はあるものの、

全体としてはさほどの進展はなく 、 「失明即理療」の図式はいっこうに変って

はいません。そしてその理療の道さえ近年視覚障害者の占有率は低下の一途

をたどり、ますます深刻な事態に追い込まれている現状です。そこで本号で

は、以前から叫ばれてきている「中途失明者の職場復帰」の課題を取り上げ、

その実態と問題点を考えたいという意図から特集を企画しました。 この特集

では、当事者自身の積極的な姿勢と同時に、視覚障害者に何ができ、何がで

きないか、どんな援助を必要とするのかといった極めて初歩的で基本的な点

で雇用者側と周りの働く仲間たちの正しい理解を得るための具体的な手だて、

そして着実な努力の必要性が示唆されています。 （金沢 明二）

視覚障害 1989年 7月 No.I 02 

年間購読料 3,000円（送料とも）

発行日 1989年 7月 1日

編集人 （連絡先）

日本盲人福祉研究会

〒 166 東京都杉並区成田東 5丁目36番
15号

電話 (03) 220-1421 

振替口座 東京 6-16103

発行人 身体障害者団体定期刊行物協会

〒 157 東京都世田谷区砧 6-26-21 

印刷所合同印刷株式会社

〒 130 東京都墨田区業平 2-9 -13 
電 話（ 624) 6 1 1 1（代表）

協賛団体 日本点字図書館




